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皆さんのご意見を
お伺いします

〜浦安市自転車の安全利用に関する条例（骨子案）

ご意見をお聞かせください

　
自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
手
軽
に
利
用
し
て
い
る
交
通
手
段
で
あ
り
、

多
く
の
市
民
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
悪
さ
や
歩
行
者
へ
の
迷
惑
運
転
に
対
す
る
批
判
も
高
ま
っ
て
お
り
、

ま
た
、
自
転
車
が
関
わ
る
交
通
事
故
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保
が
緊
急

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
と
交
通
事
故
の
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
浦
安
市
自
転
車

の
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
（
自
転
車
安
全
条
例
）
の
骨
子
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
浦
安
市
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す

る
条
例
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。�

問
　
交
通
安
全
課

パブリックコメント
特集号

自転車安全条例

　浦安市自転車の安全利用に関する条例（骨子案）の全文は、市ホームページ、情
報公開コーナー（文化会館2階）、各公民館、中央図書館、各駅前行政サービスセン
ター、市民活動センター、総合福祉センター、交通安全課（市役所第2庁舎1階）で
ご覧になれます。ご意見などは、11月21㈮（消印有効）までに、直接または郵便、
ファクス、Eメールでお寄せください。
　いただいたご意見は、市の考え方などといっしょに広報うらやすや市ホームペー
ジでお知らせします。これは浦安市市民参加推進条例に基づくパブリックコメント
です。
◆直接提出
　書面でまとめたものを交通安全課へ
◆郵　　便
　ハガキまたは市長への手紙、封書で、〒279-8501浦安市役所交通安全課へ
◆ファクス
　タイトルを「自転車の安全利用に関する条例（骨子案）」として、 352・7996へ
◆Eメール
　タイトルを「自転車の安全利用に関する条例（骨子案）」として、
koutsuu@city.urayasu.lg.jpへ

※ご意見には必ず氏名と住所を記入してください

　この条例は、市・自転車利用者などのそれぞれの責務を明確にし、自転車の安全な利用の
促進に関する基本的な事項を定めることによって、自転車利用者の秩序ある利用に関する意
識の向上を図り、自転車を安全・快適に利用できる環境を整備し、自転車が関係する事故を
防止することを目的としています。

条例の目的
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浦安市自転車の安全利用に関する条例（骨子案）への
ご意見をお聞かせください。

氏名

住所

乗車用ヘルメット購入費の一部を条例の施行に合わせて補助します。

各主体の責務
　自転車を安全に利用するには、自転車利用者、市、関係団体、自転車小売業者、
学校などが各々の責務を自覚し、それぞれの立場に立った役割を果たすことが必要
です。

市の責務
　○�自転車の安全な利用の促進に関する施策の総合的・計画的な推進
自転車利用者の責務
　○�法令の遵守、自転車の安全な利用のための具体的事項の実践
　○自転車の安全利用に関する事業への積極的な参加
　○自転車の定期的な点検整備
　○交通事故により生じた損害を賠償するための保険または共済への加入
　○幼児または児童への乗車用ヘルメット着用
関係団体の責務
　○自転車利用者に対する自転車の安全な利用に関するPR
　○市・警察署が実施する自転車の安全な利用に関する施策への協力
自転車小売業者の責務
　○�自転車利用者に対する自転車の安全な利用、点検整備についての適切な助言
　○市・警察署が実施する自転車の安全な利用に関する施策への協力
学校の長の責務
　○自転車の安全な利用に関する教育・PR
　○自転車通学者に対する自転車の安全な利用に関する指導

交通ルールの周知
自転車の安全教室・自転車運転免許証制度
　自転車のルールを周知するため、すべての市民が受講できるよう講習会を実施し
ます。受講者には、自転車安全利用講習会修了証（中学生以下には自転車運転免許
証）を発行します。
自転車の安全な利用に関する広報やPR・指導
　自転車の安全な利用の方法について、広報うらやすやホームページでお知らせし
ます。また、自転車利用者の交通ルールの導守やマナーの向上を図るため、日常的
に街頭指導を行います。
　○交通ルールやマナーを守らない自転車利用者を注意・指導する制度の創設
　○自転車安全運転キャンペーンなど街頭PR活動の実施
　○�交通安全活動団体と市民・市が連携して、広報活動やPRの実施、自治会など

のパトロール時における夜間照明点灯の声かけなど
警察・学校・関係団体などが行う自転車の安全教育や安全利用に関する活動の支援
　警察、学校、市民、関係団体が行う自転車の安全教育や安全利用に関する活動を
積極的に支援します。
　○�自転車の安全教育に関する情報・資料などの充実と市民の皆さんへの提供
　○�自転車の安全教育に関する資機材の貸し出しの実施

市民自身の活動・行動、自転車利用者の安全対策
自転車安全利用に関する推進組織の設置
　自転車安全利用に関する事項を協議するため、自転車安全利用に関する組織を設
置します。
自転車の点検・整備と自転車事故保険への加入
　自転車の整備不良が事故につながることもあるため、自転車利用者に対し、定期
的な点検・整備を呼びかけます。また、自転車が加害者となる事故も多く発生して
いますので、保険などへの加入を勧奨します。
　○自転車の定期的な点検整備の呼びかけ
　○自転車保険などの加入勧奨
幼児・児童の乗車用ヘルメット着用
　幼児・児童を自転車事故などから守るため、乗車用ヘルメットの着用を促進して
いきます。
　○�幼児用座席利用時と、幼児・児童（13歳未満）の自転車利用時のヘルメット

の着用促進

自転車利用環境の整備
自転車の利用環境向上のための環境整備
　自転車利用者が安全・安心に走行でき、気持ちよく利用できる環境を警察、関係
団体、市民の皆さんと連携し、整備します。
　○自転車の通行区分の明確化
　○駐輪場整備の促進

条例の主な内容

自転車が関係した事故
　平成18年の交通事故件数は690件で、17年に比べると
67件減少していますが、交通事故件数に占める自転車の交
通事故比率は増加しています。

安全対策
交通ルール
　道路交通法で規定されているルールを遵守していない利用
者が多く、ルールとして機能していないのが現状です。これ
は、ルールを守る・守らない以前に、自転車を利用するほと
んどの方が、十分な交通安全教育を受けていないため、ルー
ルを理解していないことが原因の一つだと考えられます。そ
のため、講習会などを通して、ルールの周知を徹底すること
が必要です。

利用環境の整備
　自転車は、車両の一種なので車道を通行することが原則で
す。しかし、このルー
ルを知らず、歩道を通
行する自転車の利用者
が多いため、たくさん
の歩行者が危険や脅威
を感じています。これ
を早急に解消するため
に、歩行者と自転車の
通行区分を明確にする
必要があります。

市の現状

●市内交通事故と自転車事故発生件数
交通事故
総数

自転車の
事故件数

自転車の
交通事故比率

人　口
（1月末現在）

平成10年 553件 152件 27.48％ 124,665人
　　17年 757件 288件 38.04％ 147,493人
　　18年 690件 281件 40.72％ 151,836人


